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Abstract: The purpose of this study is to investigate syntactic features in the usage of adverb yori. 
Yori is usually considered to be used in the comparison structure X wa Y ni kurabete     A da 
where a referent must be explicit. However, in some cases, yori is observed to appear in implicit 
comparison structures where the referent does not appear explicitly. In accordance with the 
observation in this paper, three different situations are observed in the usage of yori: i. the referent is 
implied by the lexical meaning of the verb, ii. The referent is implied by the modal meaning of the 
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(4) より興味深い論文を図書館で見つけた。(安達 2001：15) 
(5) a ??よりおいしいケーキを食べている。 
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4 安達（pp.15-16）より要約 
5 国立国語研究所開発したコーパスである。書籍・雑誌・新聞・白書・ブログ・ネット掲示板・教科書・法律などのジ
ャンルにまたがり、各ジャンルから無作為に抽出が行われている。現在は 1 億 430 万語収録しているという。 
（国立国語研究所コーパス開発センターホームページより url: http://pj.ninjal.ac.jp/corpus_center/bccwj/） 
6 具体的な検索条件情報は次の通りである 
キー: (語彙素="より" AND 品詞 LIKE "副詞%") 
  IN ((registerName="出版・新聞" AND (core="true" OR core="false")) OR (registerName="出版・雑誌" AND (core="true" 
OR core="false")) OR (registerName="出版・書籍" AND (core="true" OR core="false")) OR (registerName="図書館・書籍" 
AND core="false") OR (registerName="特定目的・白書" AND (core="true" OR core="false")) OR (registerName="特定目
的・ベストセラー" AND core="false") OR (registerName="特定目的・法律" AND core="false") OR (registerName="特定目
的・国会会議録" AND core="false") OR (registerName="特定目的・広報誌" AND core="false") OR (registerName="特定目
的・教科書" AND core="false") OR (registerName="特定目的・韻文" AND core="false")) 
  WITH OPTIONS tglKugiri="" AND tglBunKugiri="#" AND limitToSelfSentence="1" AND tglFixVariable="2" AND 
tglWords="300" AND unit="1" AND encoding="UTF-16LE" AND endOfLine="CRLF" 
（現代日本語書き言葉均衡コーパス（通常版） BCCWJ-NT より） 
副詞「より」の使用環境について 
―比較基準非顕在の文を中心に― 




考察の結果比較基準が顕在しない条件には 3 種類あると考えられる。 
 
i 比較基準が主文述語の表す語彙的な意味によって含意される（295 例）。 
ii 比較基準が文のモーダルな意味によって含意される（139 例）。 


















なる (92)  高度化する (2)  分かる 向上 (を遂げる)  
高まる (5)  成長する (2)  悪化する 上昇傾向 (を示す)  
アップする (3)  すっきりする 一体化する 進展 (が見られる)  
向上する (3)  栄える 高層化する 明確化 (を図る)  
上がる (2)  富む 収斂する 
 
変わる (2)  はっきりする 進化する 
 

















































































（10）（11）は「NP をより A にする」の形式であり、目的語位置にある対象を「より A




























































































































































































































































































































































































































日本語記述文法研究会(2003)『現代日本語文法 4 モダリティ』くろしお出版 
日本語記述文法研究会(2003)『現代日本語文法 6 複文』くろしお出版 
副詞「より」の使用環境について 
―比較基準非顕在の文を中心に― 
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